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工条件工 2 条件 3 3一条件 5
九的国平方和自由度引骨平方和 F
級間エマ o5 2 8 5 2. 2 S.マワ
5 % 
拘内上4902 66 225.8 
全体 1660ヴ 68 
表2 分散分析表 表2-1 ド位検定
ユ一条件 2 2一条件 4 3一条件。
1:宮司j 国平方和同由匹年比ヲ平方和 F
級 RJj 3236 ユ6ユ8 9. 09 
1. 追随視条件とタイミング誤差時間の関係について ユ%内 11ヴ生ヴ 66 1マ8
表 i 測定結果
3 6 .3 















全体 14983 68 
表3 分散分析表 表3-1 下位検定
変動因 平方和自由区平均干方和 ? 
，~動体問漂左右とユ 62 ，コ l620 50 23 
主 AI2動体祝標在右 5骨
効 B 個人差 Zヮ口 ユ
370 l. 20 
果 口 全体 6口28 22 2ワ4 くユ.00 
A X D l55 工 ユ55 く'L00 
交
互 A X C 46ll 22 2l口 くj_.00 
{ノF
用 B X ') 435マ 日記 198 ¥1. 00 
ぷ と主巳主 6日06 22 309 













































































. マ5 50 25 
図 4-2
















































































































これに対し， B1' B2における特徴は 1[8J又は 2同の
大きな saccadeを発現させてタイミンク点|桁丘への視線



































廻る40.6msecの TEを示した ζ とは， 本報告と実験











































25 0 ，5 50 ワ5
図 6-2
B2 
ワ5 50 25 25 50 マ5
図6 2動体右行視標追随視
2つの動体視標の認知条件とタイミング誤差時間の関係について 73 
マ5 50 25 マ5
B2 
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